
1. 利便性 2. 連続性

「 交通権 」

3. 適正価格

1. 利便性
身体的状況に関わらず、
誰もが自立して移動
できる基盤。

5. 休憩・待機スペースの
配置

歩行困難者が、休みながら移動を継続する
ための要素。

4. 視覚的・触覚的な誘導
（触感・アクセス）

視覚障害者が安全に歩行するための要素。

2. 段差のない乗り継ぎ
（段差・隙間の解消）

車両とホーム、歩車道の物理的な隙間を
埋める要素。

1. 段差の解消
（スマート・アクセス）
高低差を解消し、車椅子やベビーカーの
自力移動。

3. 通路の有効幅員と平滑性
の確保

十分な広さ、歩きやすい路面状態を維持
する要素。

7. 音声・光学による
直感的な案内

聴覚・視覚の特性、言語の壁を越えて状況
を伝える要素。

6. 多機能・普遍デザインの
トイレ等の設備

排泄の不安を解消し、外出時間を延ばす
ために不可欠な要素。

8. 全天候型の移動環境
気象に左右されず、移動の安全と快適性を
守る要素。

2. 連続性
行きたい時、行きたい所に

行けるルートが
維持されていること。

2. 接続の連続性
（継ぎ目ない結節）

異なる路線や手段の間で、待ち時間や
移動距離を最小限に抑える要素。

3. 運行頻度の確保
（適度なタイミング）

「時刻表を気にせず出かる」ために必要な
時間的密度。

1. 空間的な網羅性
（適用範囲）

居住地から公共交通の接点（駅やバス停）
までの物理的距離を最小化する要素。

7. 情報の統合と可視化
ネットワークが「どこに繋がっているか」
を誰もが即座に理解できる要素。

8. 持続可能な投資
・公的負担の仕組み

交通網を「維持」するための、安定的かつ
長期的な制度的担保。

6. 需給に応じ柔軟な供給
（強弱のある密度）

固定ダイヤだけではカバーできない需要
に対し、動的に密度を補完する要素。

5. 速達性と定時性の両立
移動時間が予測可能で、自家用車に対して
競争力を持つための要素。

4. 時間帯の広延性
（営業時間帯）

早朝から深夜まで、多様な生活リズム
（勤務・通学・娯楽）に対応する要素。

3. 適正価格
所得水準に関わらず、
日常的に利用できる
料金体系であること。

2. 支援必要者への
割引・減免制度

社会的・経済的配慮が必要な層に、重点的
な支援を行う仕組み。

3. 利用頻度に応じた定額制
（定額制料金）

頻繁な移動を、追加費用を気にせずできる
仕組み。

1. 運賃水準の適正化
（所得対比）

生活必須な移動費用が、平均的所得水準
に対し、過度な負担にならないこと。

7. 隠れたコスト
（機会費用）の最小化
運賃以外の「移動に伴う出費」を抑える
要素。

8. 料金体系の透明性と
予見可能性

移動前に「いくらかかるか」を簡単に
把握でき、不安なく計画すること。

6. 公的資金による
直接的・間接的補助

運賃を低く抑えるため、公的資金を投入
する制度的な仕組み。

5. 支払手段の多様化と
電子決済化

「支払いやすさ」により、心理的・物理的な
移動の壁を取り払う要素。

4. 上限運賃制度の導入
長距離移動や複数回の乗り継ぎが必要な
人の負担が、加重にならない仕組み。

4. 情報公開
4. 情報公開
移動手段を

「知り、選び、予約」
できる状態。

2. 経路検索の統合
（MaaS の基盤）

異なる交通手段を横断し、最適なルート
を見つけられる要素。

1. 即時運行情報の提供
（GTFS リアタイム）

「今、どこに車両があるか」を即時に把握
できる要素。

3. 多言語・多媒体での
情報発信

言語の壁や、デジタルデバイスの利用環境
に左右されない要素。

7. 異常時・災害時の
即時通知

事故や災害で運行が止まった際に、次の
行動を支える情報。

6. 料金体系の透明性と
一括決済

移動にかかる費用を事前に把握し、簡単に
支払える要素です。

8. 活用力教育と
人的サポート

情報を使いこなすための支援や、情報に
アクセスできない人を助ける要素。

4. バリアフリー情報の
可視化

移動の障壁となる物理的情報を、事前に
確認できる要素。

5. データのオープン化
（情報の民主化）

交通事業者のデータを市民が自由に活用
できるようにする要素。 5. 普遍性

5. 普遍性
既存の時刻表に基づか
ない、個々のニーズに
応じた移動支援。

5. 日本版ライドシェアの
活用と管理

一般ドライバーが自家用車で有償運送を
行う仕組みで、供給力を高める要素。

2. ルート最適化
（動的ルート判断）

AI が複数利用者の目的地を解析、最も
効率的な経路を即時生成する要素。

1. 予約の即時性と柔軟性
利用者が思い立った時に、ストレスなく
配車を依頼できる要素。

3. 車両の多様性と最適化
需要の大きさに応じ、適切なサイズの
車両を配備する要素。

8. 運行データの分析と
改善

利用実績をデータ化し、サービスを常に
アップデートし続ける要素。

7. サービス提供エリアの
適切設定

「どこまで来てくれるか」という境界を
明確にし、住民に周知する要素。

4. 既存公共交通との
役割分担

即応交通を孤立させず、全体の交通網の
中に位置づける要素。

6. 料金体系の統合と
納得感

利便性に見合い、かつ公共性を損なわない
価格設定の要素。6. 安全・安心 7. 用地活用 8. 移動人権

6. 安全・安心
事故への不安や、

利用時の心理的負担を
解消すること。

4. 周囲の理解と
「心のバリアフリー」

他の乗客や社会から、自分の移動が歓迎
されていると感じられる心理的土壌。

5. 身体的負担の軽減
（快適性）

移動疲労や苦痛を抑え、「また出かけよう」
と思わせる要素。

2. 運行の信頼性と
復旧力

「予定通りに移動できる」という安心感。

1. 交通事故・犯罪の防止
（身体的安全）

移動中の身体的ダメージを回避し、安全を
保障する要素。

3. 操作・利用の簡便性
（ヒト認識）

「使い方が分からない」という不安を解消
する要素。

7. 経済的・心理的な透明性
（予見可能性）

「後から思わぬ負担やトラブルは起きない」
という確信。

6. プライバシーと
尊厳の保持

「助けてもらうこと」が、個人の尊厳を
傷つけない仕組み。

8. 健康への配慮
（クリーン＆ヘルシー）
感染症や環境汚染から守られている
安心感。

7. 用地活用
移動そのものを短縮、
あるいは効率化する
まちづくりの視点。

4. 道路空間の再配分
（快適な歩行の街づくり）
「車優先」から「人・公共交通優先」へ
道路の役割を組み替える要素。

5. パーク・アンド・ライド
の戦略的配置

自家用車と公共交通の「結節点」を郊外に
設ける要素。

2. 公共交通指向型開発
（TOD）

「車がなくても暮らせる」のを前提とした
駅周辺の開発手法。

1. 立地適正化計画
（拠点集中型都市）

生活に必要な機能を特定の拠点に集約し、
それらを公共交通で結ぶ構造。

3. 立地適正化計画と
福祉の連携

どこに誰が住むかを、移動のしやすさと
セットで計画する要素。

7. 遊休地（工業地区跡地）
の再開発利用

工場跡地や空家を、交通網の維持に役立つ
施設へと転換する要素。

6. 貨客混載と
物流の効率化

人の移動だけでなく、物の流れを都市計画
に組み込み、交通網を維持する要素。

8. 地域総意と財源
の連動

土地の価値向上を、交通維持の財源に還元
する仕組み。

8. 移動人権
交通権を権利として
明文化し、それを支える
持続可能な予算を確保

すること。

4. 目的税・特定財源の検討
交通維持のために安定して入ってくる
「専用の財源」を確保する要素。

5. 官民連携（PPP/PFI）と
地域総意

行政だけでなく、民間企業の力と資金を
活用する要素。

2. 「上下分離方式」の
制度的採用

インフラの維持と運行を切り離して、
事業者の負担を軽減する仕組み。

1. 交通権の明文化と
基本条例の策定

移動を「恩恵」でなく「権利」として定義し、
行政の責務を明確にする要素。

3. 多様な行政財源の
活用

交通予算を「交通」の中だけで完結せず、
他分野の便益から還元する要素です。

7. 規制緩和と新技術への
法的適応

時代に合わなくなった古い法律を整理し、
新しい選択肢を増やす要素。

6. 自治体間連携と
広域的な実施体制

市町村の枠を超えた移動ニーズに対して、
広域で予算と権限を統合する要素。

8. 評価・監視と
透明性の確保

投入した財源がどのように移動の自由へ
寄与したか、住民に公開する要素。

・エレベーターの多機能化 :
　複数設置で短時間待ち、支援ボタン、音声案内。
・スロープの適正勾配化 :
　急勾配を避け、踊場付き安全な傾斜路の整備。

 ・ノンステップ構造 :
　路面電車や低床バスでの、乗口段差のゼロ化。
 ・可動式ホーム縁板 :
　列車とホームの隙間を埋め、滑落や脱輪しない。

 ・車椅子同士の離合 :
　狭所で車椅子の交差・転回できる幅の確保。
 ・路面舗装 :
　凹凸など滑落を排除し、車輪や杖に適正な路面。

・点字ブロック（視覚障害者誘導用ブロック）:
　適切な敷設と、摩耗・破損のメンテナンス。
・内方線付き点字ブロック :
　転落を防止する、線路方向の認識突起の設置。

 ・ベンチの戦略的配置 :
　駅、バス停、歩道の間隔ごとの休憩用ベンチ。
 ・優先スペースの確保 :
　車内や待合室の、車椅子区画や優先席の確保。

 ・バリアフリートイレ :
　人工肛門対応、介助ベッド、回転スペース確保。
 ・配置の分かりやすさ :
　移動導線に近く、アクセスできる場所への設置。

 ・音響案内信号 :
　交差点でのピヨピヨ・カッコーの誘導音。
 ・フラッシュライト・文字情報 :
　異常時や緊急時に、聴覚障害者への視覚表示。

 ・連続した屋根（アーケード）:
　目的地まで、天候に左右されず移動できる環境。
 ・融雪・除雪 :
　雪国の車道と歩道の凍結防止、確実な除雪体制。

・空白地域の解消 :
　居住地からｒ500m以内に乗降ポイントがある。
・ドア・ツー・ドアの視点 :
　幹線から孤立した集落や団地まで交通を届ける。

・交通結節点（ハブ）の強化 :
　公共交通の乗継時間を最適化するダイヤ調整。
・物理的な乗り継ぎ距離の短縮 :
　ホームの向側での乗換え、駅前への乗り入れ。

・高頻度運行 :
　都市 10 分間隔、地方 1時間 1～2本以上の維持。
・等間隔ダイヤ :
　20 分や30 分おきなど、覚え易い運行パターン。

・始発・終電の適切な設定 :
　夜間の勤務、文化活動を支える運行時間帯。
・24 時間運行の検討 :
　都市機能に必要な、深夜交通の戦略的運用。

・専用走行路の整備 :
　バス専用レーンや PTPS・BRT システムの導入。
・停車駅パターンの最適化 :
　急行と各停のバランスにで、長距離移動の短縮。

・デマンド型交通（DRT）:
　少需要の時間帯や地域で、予約運行する乗合い。
・車両サイズの最適化 :
　大型・中型・小型バスなど需要量に合う運行。

・統合路線図 :
　地域全体の交通網が俯瞰できるマップの提供。
・オープンデータの活用 :
　運行情報がクラウドに反映されている状態。

・クロスセクター・ベネフィット :
　交通事業の公益性から、準公的扱いする仕組み。
・上下分離方式 :
　インフラは公的に維持し、運行は事業者が担う。

・家計負担の抑制 : 
　交通費が家計を圧迫、外出が困難となるのを防ぐ。
・最低運賃の設定 : 
　初乗運賃を低く抑え、近距離の移動を促進する。

・福祉割引の充実 : 
　高齢、障害、低所得の各層へ、運賃の公費負担。
・教育支援としての通学割引 : 
　学生の移動を「未来投資」と捉え、軽減する。

・通勤・通学定期の高度化 : 
　地域一帯の交通網が乗放題になる「エリア定期」。
・サブスクリプション型サービス : 
　月額固定でサービス使い放題のMaaS の導入。

・日額上限（デイキャップ）: 
　1 日の支払額が一定に達したら、以降を無料。
・乗継ぎ割引 : 
　鉄道toバス、バスtoバスと乗継時の初乗運賃解消。

・共通 IC カード・QR決済 : 
　全て同じ決済ができ、実質的な負担を抑える。
・後払い方式（ポストペイ）: 
　利用実績に、最安料金を自動適用し請求する。

・赤字補填とサービス維持 : 
　不採算路線でも、住民の移動権により公費注入。
・エコポイント等のインセンティブ : 
　利用者に地域ポイントを付与、コストを還付。

・駅周辺の駐輪・駐車料金 : 
　駐車代など公共交通利用の付随費用の低廉化。
・乗り換え待ち時間の解消 : 
　待ち時間をコスト化、効率運行で利用損失防止。

・シンプルかつ統一された料金表 : 
　運賃体系を整理、エリア制や均一運賃を採用。
・リアルタイム料金検索 : 
　事前に、割引等を適用した負担額が確認できる。

・位置情報の可視化 : 
　交通の遅延や現在地をネット上で確認できる。
・正確な到着予測 : 
　渋滞を加味し「あと何分で来るか」情報提供。

・マルチモーダル検索 : 
　鉄道、バス、タクシー、シェアバイク、歩の一括検索。
・ラストワンマイルの案内 : 
　最寄駅から目的地のルートや、代替の情報。

・多言語対応 : 
　外国人向け、翻訳精度の高い案内表示と音声。
・アナログとデジタルの併用 : 
　スマホ、デジタル表示、音声案内の維持。

・マルチチャネル予約 : 
　アプリ、オペレーター、LINE、IT ベタでもできる。
・直前予約の許容 : 
　急な移動に対応する、動的スケジューリング。

・段差・エレベーター情報 : 
　車椅子やベビーカーで通れるルートの明示。
・混雑状況の提供 : 
　車内の混雑や、トイレの空状況などの提供。

・標準的なデータ形式（GTFS）: 
　交通事業者がデータを公開、外部アプリで検索。
・API の公開 : 
　地域ベンチャーが移動支援を開発できる環境整備。

・運賃の事前確定 : 
　ルート選択に、総額と割引適用価格が分かること。
・予約・決済の統合 : 
　情報検索、予約、チケット購入を一度で完結する。

・プッシュ通知 : 
　登録ルートの運休情報を即スマートフォンへ通知。
・代替輸送の案内 : 
　振替輸送ルート、タクシー待ち時間などの提供。

・デジタル活用支援 : 
　アプリ利用講習や、分かり易いUI の設計。
・人的な案内体制 : 
　コンシェルジュや、駅員・乗務員の対面情報提供。

・乗り合いアルゴリズム : 
　同方向の人を相乗りし、時間と距離を最小化計。
・柔軟な乗降ポイント : 
　停留所の他、自宅・病院などに停留設定する。

・車種の使い分け : 
　セダン、ジャンボ、小型など、状況に合う運用。
・ユニバーサルデザイン車両 : 
　オンデマンドでも、車椅子リフト車を確保。

・フィーダー（送迎）機能 : 
　自宅から駅やバス停までの「1次交通」の役割。
・時間帯による切り替え : 
　昼は定時路線運行、夜はオンデマンドに替える。

・供給不足の解消 : 
　運転手不足の地域・時間帯で住民による支援。
・安全性と品質の担保 : 
　運転研修、車両点検、デジタルによる運行管理。

・ダイナミック・プライシングの検討 : 
　混雑帯や過疎地で、コストに対応した料金設定。
・一括決済 : 
　公共交通観の乗継割引や、定額チケットの適用。

・ホワイトゾーンの解消 : 
　交通空白地帯を優先的にカバーするエリア設計。
・自治体間連携 : 
　行政区越えのニーズに、自治体同士が協定する。

・需要予測 : 
　データで需要発生を予測し、事前に待機させる。
・不満足度の可視化 : 
　予約マッチング不成立箇所を分析、最適化する。

・事故・故障の最小化 : 
　車両や設備の徹底したメンテナンス。
・バックアップ体制 : 
　運休時に代替手段が用意される「見捨てない安心感」。

・歩車分離と交通静穏化 : 
　生活道へ車進入制限や、段差設置による速度抑制。
・防犯環境設計 : 
　街灯、駅やバス停の防犯カメラ、見通せる待合所。

・直感的なインターフェース : 
　初めての人でも迷わない券売機やアプリのデザイン。
・ユニバーサル・サイン : 
　他言語でも、デザインで直感的に進む方向が分かる。

・社会的な啓発 :
 　障害者や高齢者、ベビーカーを「当たり前」とする文化。
・介助への積極性 : 
　困窮者に、声がけやサポートがされやすい社会作り。

・空調と座席の質 : 
車内の温度管理や、腰痛のない人間工学的な座席。
・トイレの安心感 : 
漏尿や体調不良の人に、移動経路のトイレが確実である。

・スマートな支援 : 
　「障害者は特別扱」でなく、インフラが使い易い環境。
・情報の機密性 : 
　予約型交通で、通院などの移動履歴が守られること。

・明確な料金提示 : 
降車時にいくら払うか不安になる状況を排除する。
・トラブル対応窓口 : 
忘れ物や誤操作、車内トラブルの際、相談窓口が明確。

・衛生管理 : 
　車内の換気、除菌、清潔な内装の維持。
・低公害化 : 
　騒音や排気ガスでの、利用者と住民のストレス軽減。

・居住誘導区域の設定 : 
　医療・商業・住居を交通網に集約、徒歩圏生活を可能に。
・ネットワークの最適化 : 
　拠点を「串」状に交通網でつなぎ、効率移動を実現。

・高密度利用 : 
　駅周辺に住宅やオフィスを配置、移動を最短化。
・駅を中心とした動線設計 : 
　駅と住宅や職場を屋根付き歩道や高架道で直結。

・高齢者の住み替え支援 : 
　交通不便地域から利便地への転居をサポートする。
・施設配置の最適化 : 
　役所、病院、図書館など公的施設を、交通の接点に配置。

・ロードダイエット : 
　車道を削減し歩道を拡張、「歩きたくなる」環境を作る。
・トランジットモール : 
　車を進入禁止し、路面電車やバス、歩行者だけ通行できる。

・郊外拠点での乗り換え : 
　都市へ車流入抑制のため、駐車場付き郊外駅にを整備。
・サイクル・アンド・ライド : 
　駐輪場の整備で、自転車と公共交通の連携を強化する。

・共同配送拠点の設置 : 
　交通ターミナルに物流拠点を併設しバスや鉄道で荷物も運ぶ。
・スマート・ロジスティクス : 
　住宅地に宅配ボックスを配置、配送の走行距離を削減。

・交通ハブへの転換 : 
　広い跡地に待機所やシェアサイクルのポートを整備する。
・緑地・歩行者専用道の確保 : 
　空地を歩行ネットワークに組込み、ショートカットを作る。

・受益者負担の仕組み : 
　交通利便性で高地価地区の固定資産税を原資化。
・BID（Business Improvement District）の活用 : 
　地権者が共同で、地域内の交通整備を行う仕組。

・交通基本法の実質化 : 
　「交通基本法」より、各自治体が「交通基本条例」を制定。
・最低サービス水準（LOS）の定義 : 
　「1日○便以上の交通を確保」数値目標の法的義務付け。

・公有民営 : 
　交通網と車両（下部）を公共が、運行（上部）を民間が担う。
・公的資産としての維持 : 
　鉄道やバス路線を「公共」と位置づけ、公費で補修。

・医療・福祉予算との連携 : 
　交通が閉じこもりや介護の予防に繋がると評価。
・教育予算との統合 : 
　通学支援金を地域交通の維持に充当する仕組み。

・交通税・地方税の活用 : 
　仏国「交通付加金」的に広く浅く公共交通の原資とする。
・宿泊税や駐車税の転用 : 
　観光客や自家用車の税収を、公共交通へ還元する。

・公的不足額の補填（ネットコスト契約）: 
　運賃収入不足を、行政が「サービス購入」として支払。
・開発利益の還元（LVC）: 
　鉄道整備で地価が上昇した際、開発拠出金を得る仕組み。

・広域連合の形成 : 
　自治体が共同で「交通局」を作り、共同体で管理。
・越境路線の費用負担ルール : 
　路線が跨る自治体間で、公平な負担割合の策定。

・道路運送法の柔軟な運用 : 
　ライドシェア・自動運転・貨客混載の特区や法改正。
・自家用有償旅客運送の拡大 : 
　交通空白地で、住民が互助の移動を支える仕組み。

・パフォーマンス指標（KPI）の設定 : 
　損益以外に「外出の増加」や「孤立の解消」を評価。
・住民参加型の予算決定 : 
　交通計画策定に住民が参加し、理解を得る仕組み。

「交通権」と交通の三要素 ・人間・ＡＩ（Human/ＡＤＡＳ）
交通の主体であり、情報（標識、他者）を認知し、状況に応じて安全な行動を判断し、
それを操作する（ハンドル、ブレーキなど）。

・乗物（Vehicle）
人間の意思を伝達・実行する手段。先進技術（自動運転支援）で
ヒューマンエラー防止や運転負荷軽減が期待される。 

・道路・環境・制度（Way/Environment/System）
交通の舞台であり、道路の構造、信号、標識、天候、さらには交通ルールや社会的なマナーなども含まれる。
道路の形状や視界不良（天候）、交通量などが事故のリスクを高める。 


